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■美しいまちづくり条例に基づく施策体系図について 

平
成
２
１
・
２
２
年
度 

 美しいまちづくり条例（基本条例）（H21.12 制定） 

 

基本理念： 良好な景観の保全・形成・創出  環境美化の推進  市民・事業者との協働  

目 標 像： だれもが暮らしたい，訪れたいと感じる 美しいまち 高松 

 美しいまちづくり基本計画（H23.3 策定） 
 

美しいまちづくり 
審 議 会 

 

○基本理念  ○目標像  ○基本方針  ○施策 

○実現化方策       ○取組項目 
 

▼ 基本計画に定める目標を推進するための方策 ▼ 

   

   景観審議会 
   

      

平
成
２
３
年
度 

   景観計画（景観法に基づく計画）（H24.1 策定） 
  

景
観
条
例 

○景観計画区域 

○良好な景観形成に関する方針 

○良好な景観形成のための行為の制限に関する事項 

・市全域に関する事項  ・景観形成重点地区に関する事項 

○景観重要建造物・樹木の指定方針 

○屋外広告物の行為の制限に関する基本的な事項 

○協働による景観形成の仕組みと体制 

      

平
成
２
４
年
度 

   屋外広告物の行為の制限に関する事項   

屋
外
広
告
物
条
例 

 

【検討内容】 

○規制対象地域の見直し 

○色彩誘導基準の検討 

○許可基準の見直し 

○既存不適格広告物への適合促進 

○違反広告物の減尐に向けた取組強化 

 

       
       

   その他の事業等 
 

   ○喫煙禁止区域の設定（環境美化条例）  ○不法投棄防止パトロール事業 

○たかまつマイロード事業        ○屋上，壁面緑化事業     など 

 

   

 

 

 

○現行の屋外広告物条例の規制・誘導内容 

○屋外広告物の表示・設置状況 

○現行の屋外広告物条例における課題 

◆条例改正に向けた検討ポイント◆ 

POINT1 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

POINT2 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

POINT3 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

第 1 章 高松市屋外広告物条例の改正の位置づけ 

改正 

改正 

第２章 高松市屋外広告物条例の改正フロー 

２．屋外広告物条例の改正に向けた基本的な考え方 

※検討ポイント別に他都市の事例等を踏まえた規制・誘導の見直し(案) 

 

 

 

 

○ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

○ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

○ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

１．屋外広告物条例の改正に向けた現状整理 

第２回 

審議内容 

３．具体的な規制・誘導内容の検討 

（許可基準） 

４．適正広告物の推進に向けた検討 

 

第３回 

審議内容 

○ 高松市の土地利用規制状況（都市計画制度） 

○ 地域別・広告種類別の屋外広告物の表示・設置状況  

○ 他都市の取組状況 

第１回 

審議内容 
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１ 屋外広告物の表示・設置に関する規制内容 

（１） 規制対象地域 

区 分 区  分  内  容 

許 可 地 域 □第１種許可地域  □第２種許可地域  □第３種許可地域 

禁 止 地 域 □風致地区     □文化財保護法により指定された地域  等 

（２） 規制対象物件 

区 分 区  分  内  容 

野 立 広 告 物  □広告板   □広告塔   □アーチ広告 

建 築 物 等 
利 用 広 告 物 

 □屋上広告  □壁面広告  □突出し広告 □広告幕   □電柱広告 

簡 易 広 告 物  □立看板   □はり紙   □はり札   □広告旗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 規制区分 

区 分 区  分  内  容 

自家用広告物 

自己の氏名，名称，店名もしくは商標または自己の事業もしくは営業の内容を

表示するため，自己の住所または事業所，営業所もしくは作業場に表示する広

告物 

一般広告物 自家用広告物以外の広告物 

 

 

 

 

第３章 現行の高松市屋外広告物条例の規制・誘導内容等（第１回審議会資料抜粋） 

■規制図 
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（４） 許可申請の手続き 

規制対象地域内において，屋外広告物を表示・設置する場合（適用除外を除く。）には，事前に『許可申

請書』を提出していただき，許可基準への適合審査，許可申請手数料の納付を確認の上，許可証を交付し

ています。 

■申請手続きの流れ 

事

前

相

談 

⇒ 

許

可

申

請

書

の

提

出 

⇒ 

許

可

基

準

の

適

合

審

査 

⇒ 

許

可

申

請

手

数

料

の

納

付 

⇒ 

許

可

証

の

交

付 

⇒ 

広

告

物

の

表

示

・

設

置 

継続して表示 

  する場合 

⇒ 

継

続

申

請

書

の

提

出 

除却 

する 

場合 

⇒ 

除

却

届

の

提

出 

 

 

（５） 許可期間 

対 象 物 件 許 可 期 間 

□広告幕   □立看板   □はり紙   □はり札 

□広告旗 
６０日以内 

□広告板   □広告塔   □アーチ広告 □屋上広告 

□壁面広告  □突出し広告 □電柱広告 
 ３年以内 

 

（６） 違反広告物の減少に向けた取組（是正指導） 

市全域を対象に，定期的なパトロールを実施することにより，許可基準に不適合や許可申請が未提出の

「違反広告物」を調査し，その「広告主」や「施工業者」に対して，文書や電話での是正指導を行ってい

ます。 

■是正指導の流れ 

違

反

広

告

物

の

調

査 

⇒ 

是
正
指
導
文
書
の
発
送 

許可基準に適合しないもの 

⇒ 

『是正計画書』の提出（是正期間１年間） 

※期間後に現地確認の実施 

  

許可申請が未提出のもの 

⇒ 

『許可申請書』および『顛末書』の提出 

※許可期間を短縮（指導日から１年間） 

２ 屋外広告物の表示・設置状況 

（１）市全域における屋外広告物の設置状況について 

区  分 
全 体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

市全域 35,070 100.00 31,820 90.73 3,250 9.27 

 規制地域内 17,150 48.90 15,040 42.89 2,110 6.01 

 規制地域外 17,920 51.10 16,780 47.84 1,140 3.26 

※電柱広告および簡易広告物は除く。 

（２）規制地域内における屋外広告物の設置状況について 

■規制地域内の屋外広告物の表示・設置状況（全体） 

区  分 
全 体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

規制地域内 17,150 100.00 15,040 87.70 2,110 12.30 

 

許可済 1,290 7.53 700 4.09 590 3.44 

 既存不適 220 1.28 140 0.82 80 0.46 

違反広告 2,880 16.79 1,360 7.93 1,520 8.86 

適用除外 12,980 75.68 12,980 75.68  

■規制地域内の屋外広告物の表示・設置状況（許可地域・禁止地域別） 

区  分 
全 体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

規制地域内 17,150 100.00 15,040 87.70 2,110 12.30 

 許可地域 16,500 96.21 14,480 84.43 2,020 11.78 

 

許可済 1,270 7.41 680 3.97 590 3.44 

 既存不適 210 1.22 130 0.76 80 0.46 

違反広告 2,710 15.80 1,280 7.46 1,430 8.34 

適用除外 12,520 73.00 12,520 73.00  

禁止地域 650 3.79 560 3.27 90 0.52 

 

許可済 20 0.12 20 0.12 
表示・設置禁止 

 既存不適 10 0.06 10 0.06 

違反広告 170 0.99 80 0.47 90 0.52 

適用除外 460 2.68 460 2.68  
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３ 現行の屋外広告物条例における課題（検討ポイント） 

 

 

 

 

（１） 市全域における屋外広告物の規制・誘導 

① 規制対象地域外における屋外広告物の規制 

現行の高松市屋外広告物条例の規制対象地域は，高松自動車道を初めとする主要な幹線道路沿線や

鉄道沿線，風致地区，文化財保護法により指定された地域，国立公園等に指定された地域等を対象と

しており，それ以外の地域は，規制適用の対象外としています。 

今後，景観施策の指針である「美しいまちづくり基本計画」に定める目標の実現に向け，規制対象

地域を見直し，建築物等と一体的に規制・誘導を図る必要があります。 

② 禁止地域における一般広告物の取扱 

現行の高松市屋外広告物条例において，風致地区や文化財保護法により指定された地域等について

は，禁止地域に指定し，一般広告物を表示・設置することができません。 

しかし，禁止地域内における違反広告物（一般広告物）が数多く見受けられることから，その取扱

について検討する必要があります。 

 

（２） 地域特性に応じた許可基準の設定 

① 都市計画制度に連携した許可基準の検討 

現行の許可基準については，主要幹線道路の沿線等を基本に，第１種～第３種の許可地域および禁

止地域を設定し，屋外広告物の規制・誘導を行っています。 

景観計画において，その土地利用に応じた届出対象規模や景観形成基準を設定するなど，地域の景

観特性に配慮したまちづくりを推進することとしており，屋外広告物についても，建築物の高さなど

の都市計画制度と連携した許可基準を設定する必要があります。 

 

② 屋外広告物に色彩基準の導入 

現行の高松市屋外広告物条例では，屋外広告物の表示内容である色彩や意匠等については，個人の

主観により感じ方がそれぞれ異なることから，許可基準を設定せず，規制適用の対象外としておりま

すが，その地域の景観に大きく影響を及ぼす色彩を用いた屋外広告物も数多く見受けられます。 

景観計画においては，一定規模以上の建築行為については，採用できる建物の基調色の範囲を導入

するなど，マンセル表色系による色彩基準を定め，その地域の景観特性に配慮したまちづくりを推進

することとしており，屋外広告物についても，色彩基準の導入を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

（３） 既存不適格広告物への対応 

県条例において，表示・設置されていた広告物については，許可基準の見直しにより，その一部が

「既存不適格広告物」としての取扱いとなっており，現行条例への適合が課題となっています。 

今後，屋外広告物の規制対象地域や許可基準の見直しにより，新たな「既存不適格広告物」として

の取扱いとなることが想定されることから，許可基準への適合促進に向け，屋外広告物の改修に対す

る補助制度の創設等を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

（４） 違反広告物の減少に向けた取組 

① 許可申請と相違のある屋外広告物への対応 

現行の高松市屋外広告物条例に基づき，屋外広告物を表示・設置する前に，許可申請書の提出を義

務づけ，その審査後に，許可証を交付していますが，近年，職員によるパトロール時に，許可申請書

に記載している表示内容や面積，高さと相違のある屋外広告物が見受けられます。 

必要に応じて，許可の取消しを行うとともに，広告主および施工業者への是正指導を行っています

が，今後，建築行為と同様に完了届の提出を義務付けるなど，その実行性を担保する必要があります。 

② 違反広告物に対する是正指導事務の見直し 

定期的なパトロール等により，許可基準に不適合や許可申請が未提出の「違反広告物」を調査し，

その「広告主」や「施工業者」に対して，文書や電話での是正指導を行っています。 

これまでの是正指導では，「広告主」が屋外広告物条例に違反していることを知らないものが多く見

受けられるとともに，是正指導に従わない「施工業者」も見受けられます。 

今後，適法な屋外広告物の表示・設置に向け，厳格な是正指導を実施するための，是正指導マニュ

アル等の策定を検討する必要があります。 

 

  

POINT３ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

（申請手続きの見直し，違反者への厳格な対応） 

POINT１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

（規制地域の拡大，許可基準の見直し，色彩基準の導入） 

POINT２ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

（適合促進に向けた補助制度等の検討） 
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１ 高松市の土地利用規制状況（都市計画制度） 

 

本市では，行政面積３７，５１４ha の約６４％（２３，９８０ha）を都市計画区域に指定していますが，この

うち用途地域（約６，４２７ha）については，良好な市街地環境の形成や都市における住居，商業，工業などの

適正な配置による機能的な都市活動の確保を目的として，建築物の用途 

や建ぺい率，容積率，高さなどの形態を規制・誘導するための基準を定 

めています。 

また，郊外部の用途白地地域（約１７，５５３ha）のうち，約８３％ 

（１４，４９３ha）については，特定の用途の建築物を規制する特定用 

途制限地域を指定しています。 
 

区   分 
面積 建築物の規制内容 資料 

区分 (ha) ％ 高さ 建蔽/容積率 

市全域 37,514 100.0  

 

都市計画区域 23,980 63.9  

 

用途地域 6,427 17.1  

 

商業地域 265 0.7 - 80/600 
商業系 

近隣商業地域 432 1.2 - 80/300 

工業専用地域 156 0.4 - 60/200 

工業系 工業地域 191 0.5 - 60/200 

準工業地域 1,134 3.0 - 60/200 

第一種住居地域 1,300 3.4 - 60/200 

住居系 第二種住居地域 438 1.2 - 60/200 

準住居地域 94 0.3 - 60/200 

第一種中高層住居専用地域 941 2.5 - 60/200 

住居専用系 
第二種中高層住居専用地域 440 1.2 - 60/200 

第一種低層住居専用地域 887 2.4 10m 60/100 

第二種低層住居専用地域 149 0.4 10m 60/100 

用途白地地域 17,553 46.8  

 

用途白地地域 3,060 8.2 - 70/200 

用途白地 特定用途制限地域(幹線沿道) 950 2.5 12m 60/200 

特定用途制限地域(一般・環境保全) 13,543 36.1 10m 60/100 

都市計画区域外 13,534 36.1 - - 都計外 

※建築物の規制内容については，代表的な基準を記載。 

 

 

■用途地域のイメージ 

    

低層住宅の良好な環境

を守るための地域です。

小規模なお店や事務所

を兼ねた住宅や小中学

校などが建てられます。 

主に低層住宅の良好な

環境を守るための地域

です。小中学校などのほ

か，１５０㎡までの一定

のお店などが建てられ

ます。 

中高層住宅の良好な環

境を守るための地域で

す。病院，大学，５００

㎡までの一定のお店な

どが建てられます。 

主に中高層住宅の良好

な環境を守るための地

域です。病院，大学など

のほか，１，５００㎡ま

での一定のお店や事務

所などが建てられます。 
    

住居の環境を守るため

の地域です。３，０００

㎡までの店舗，事務所，

ホテルなどは建てられ

ます。 

主に住居の環境を守る

ための地域です。店舗，

事務所，ホテル，パチン

コ屋，カラオケボックス

などは建てられます。 

道路の沿道において，自

動車関連施設などの立

地と，これと調和した住

居の環境を保護するた

めの地域です。 

近隣の住民が日用品の

買物をする店舗等の業

務の利便の増進を図る

地域です。住宅や店舗の

ほかに小規模の工場も

建てられます。 
    

銀行，映画館，飲食店，

百貨店，事務所などの商

業等の業務の利便の増

進を図る地域です。住宅

や小規模の工場も建て

られます。 

主に軽工業の工場等の

環境悪化の恐れのない

工業の業務の利便を図

る地域です。危険性，環

境悪化が大きい工場の

ほかは，ほとんど建てら

れます。 

主として工業の業務の

利便の増進を図る地域

で，どんな工場でも建て

られます。住宅やお店は

建てられますが，学校，

病院，ホテルなどは建て

られません。 

専ら工業の業務の利便

の増進を図る地域です。

どんな工場でも建てら

れますが，住宅，お店，

学校，病院，ホテルなど

は建てられません。 

第４章 屋外広告物条例の改正に向けた現状整理 

用途地域
17.1%

用途白地

地域

46.8%

都市計画

区域外
36.1%

都市計画指定状況
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  ■都市計画図 

◆整理ポイント① 

都市計画制度に基づき，良好な市街地景観の形成を目的に，地区別に建

築できる建築物の用途や高さ等の制限を設けており，郊外部に行くほど，

大規模な建築物を建築することはできなくなっています。 

都市計画区域 
(23,980ha) 

用途白地地域 
(17,553ha) 

用途白地地域 
（特定用途制限地域） 

(14,493ha) 

用途地域 
(6,427ha) 
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２ 地域別・広告種類別の屋外広告物の表示・設置状況 

（１） 地域別の屋外広告物の表示・設置状況 

市全域における屋外広告物の表示・設置状況については，商業系地域に約３４％，郊外部の用途地域

が無指定の地域（用途白地地域）に約３２％が集中しています。 

また，自家用広告物は商業系地域において最も高く，一般広告物は用途白地地域において最も高い割

合となっています。 

 

 
 
 

地域区分 

全体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

市全域 35,070 100.0% 31,820 100.0% 3,250 100.0% 

 都 

市 

計 

画 

区 

域 

用 

途 

地 

域 

商業系地域 11,940  34.0% 11,437  35.9% 503  15.5% 

工業系地域 5,791  16.5% 5,335  16.8% 456  14.0% 

住居系地域 2,830  8.1% 2,522  7.9% 308  9.5% 

住居専用地域 2,558  7.3% 2,365  7.4% 193  5.9% 

用途白地地域 11,100  31.7% 9,506  29.9% 1,594  49.0% 

都市計画区域外 851  2.4%  655  2.1% 196  6.0% 

 

 

 

 

 

（２） 広告物種類別の屋外広告物の表示・設置状況 

広告物種類別の設置割合は，広告板が約４１％，壁面広告が約３６％，突出し広告が約１５％の順で

高くなっています。また，自家用広告物と一般広告物の種類別設置割合を比較すると，一般広告物では

広告板の割合が半数以上を占めるのに対し，自家用広告物では広告板と壁面広告の割合が同程度で，突

出し広告の割合が比較的高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告物種類 
全体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

広告板 14,485 41.3% 12,372 38.9% 2,093 65.1% 

広告塔 359 1.0% 250 0.8% 109 3.4% 

アーチ広告 30 0.1% 29 0.1% 1 0.0% 

屋上広告 1,404 4.0% 1,311 4.1% 93 2.9% 

壁面広告 12,629 36.0% 11,731  36.9% 898 27.7% 

突出し広告 6,163 17.6% 6,127 19.3% 30 0.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.0%

16.5%
8.1%

7.3%

31.7%

2.4%

全体

15.5%

14.0%

9.5%

5.9%

49.0%

6.0%

一般広告物

商業系地域

工業系地域

住居系地域

住居専用地域

白地地域

都市計画区域外

35.9%

16.8%7.9%

7.4%

29.9%

2.1%

自家用広告物

41.3%

1.0%

0.1%4.0%

36.0%

17.6%

全体

65.1%

3.4%
0.0%

2.9%

27.7%

0.9%

一般広告物

広告板

広告塔

アーチ広告

屋上広告

壁面広告

突出し広告

38.9%

0.8%

0.1%
4.1%

36.9%

19.3%

自家用広告物

◆整理ポイント② 

自家用広告物については，商業・工業系の地域において，建築物を利用する広告物

（壁面広告等）の設置が多く見受けられる。（土地利用に応じた表示・設置状況） 

一般広告物については，用途白地地域において，野立広告物（広告板等）の設置が

多く見受けられる。（郊外部ほど多く見受けられる。） 
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（３） 広告種類別の違反広告物設置状況 

規制対象地域内における違反広告物については，全体で２，８８０件中，許可申請書が未提出なもの

が約６４％（１，８４２件），許可基準に不適合なものが約３６％（１，０３８件）表示・設置されて

います。 

許可申請書が未提出な違反広告物（１，８４２件）のうち，壁面広告が約４７％（８５７件），広告

板が約３２％（５８５件），屋上広告が約１０％（１８０件）の順で多くなっています。 

許可基準に不適合な違反広告物（１，０３８件）のうち，広告板が約７８％（８０９件），壁面広告

が約１５％（１５５件）となっています。 

また，許可基準に適合しない広告板のうち，約７５％（７８０件）が『一般広告物』であり，違反の

内容としては，設置位置（交差点から２０ｍ以上離す）に関する違反が約７１％（５５０件）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
全体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

全体 2,880 100.00 1,360 47.22 1,520 52.78 

 
許可申請書未提出 1,842 63.96 1,212 42.08  630 21.82 

許可基準違反 1,038 36.04  148  5.14  890 30.90 

■広告種類別の違反広告物設置状況（許可申請書未提出） 

区分 
全体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

全体 1,842 100.00 1,212  65.80  630  34.20 

野立広告物 広告板  585  31.76  328  17.81  257  13.95 

広告塔   54  2.93   11  0.60   43  2.33 

アーチ広告 － － － － － － 

建 築 物 等 

利用広告物 

壁面広告  857  46.53  550  29.86  307  16.67 

屋上広告  180  9.77  170  9.23   10  0.54 

突出し広告  166  9.01  153  8.31   13  0.71 

■広告種類別の違反広告物設置状況（許可基準違反） 

区分 
全体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

全体 1,038 100.00  148  14.26  890  85.74 

野立広告物 広告板  809  77.94   29  2.79  780  75.14 

広告塔   30  2.89   5  0.48   25  2.41 

アーチ広告 － － － － － － 

建 築 物 等 

利用広告物 

壁面広告  155  14.93   75  7.23   80  7.71 

屋上広告   29  2.79   24  2.31   5  0.48 

突出し広告   15  1.45   15  1.45 － － 

■広告板（一般広告物）における違反内容（※重複した違反を含む） 

全体 高さ 表示面積 設置位置 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

 780 100.00  258  33.08   8  1.03  550  70.51 

77.9%

2.9%
14.9%

2.8%1.5%

違反広告物

（許可基準違反）

広告板 広告塔 壁面広告

屋上広告 突出し広告

100.0%

33.1%

1.0%

70.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

高さ

表示面積

設置位置

広告板における違反内容

64.0%

36.0%

違反広告物件数

（全体）

許可申請書未提出 許可基準違反

31.8%

2.9%
46.5%

9.8%

9.0%

違反広告物

（許可申請未提出）

広告板 広告塔 壁面広告

屋上広告 突出し広告

◆整理ポイント③ 

許可基準に不適合な違反広告物（１，０３８件）の内，約７５％（７８０件）は広

告板であり，かつ，その違反の内容の約７１％（５５０件）は設置位置（交差点から

２０ｍ以上離す）に関するものである。 
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90%

10%

全域 一部

３ 他都市の取組状況 

（１） 中核市（全４１市）の取組状況 

 ① 規制対象地域 

屋外広告物の規制対象地域は，約９０％の市において全域を対象

としています。 

 

 

 

 

 

 ② 規制方法（都市計画制度との連動の有無） 

規制対象地域（禁止地域，許可地域等）の設定，区分にあたって

は，都市計画法の用途地域と連動，または，一部連動させている市

が約９７％（高松市以外）となっています。 

 

 

 

 

 

 

③ 規制内容（色彩基準） 

屋外広告物の許可基準として，マンセル値などの色彩基準を導入

している市は，全体の約３９％となっています。 

色彩基準を導入している市のうち，市全域を対象として導入して

いる市が約３１％，禁止地域や重点地区のといった一部区域のみを

対象として導入している市が約６９％となっています。 

 

 

 

④ 既存不適格広告物への対応 

中核市への移行に伴い，県条例では適法に設置されていた屋外広

告物で，市条例に規定する許可基準を満たしていないもの（既存不

適格広告物）について，経過期間満了後の取り扱いは，許可を行っ

ている市が約３３％，許可を行っていない市が約４１％となってい

ます。 

許可を行っている市のうち，許可の条件について，適合物件と同

様の方法をとっている市が約６１％，是正計画書等を許可申請者に

提出してもらう市が約３１％となっています。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 改修に対する優遇措置 

既存不適格屋外広告物を撤去，または許可基準に適合した広告物

に改修した場合，助成金や許可申請手数料の減額などの優遇措置を

行っている市は，全体の約１１％で，９割近くの市では補助制度等

を導入していません。 

 

 

 

 

 

⑥ 違反広告物に対する措置 

許可申請手続きを行わずに表示された屋外広告物（違反広告物）

の是正指導の方法としては，口頭での指導が最も多く，次いで，文

書による指導を行う事例が多く見受けられます。また，違反広告物

に対する手続きを定めた「是正指導要綱」等を策定している市は，

全体の約３２％です。 

 

 

  

11%

89%

有 無

◆高松市の取組状況① 

規制対象地域は，一部（主要道路沿線等）を対象。 

◆高松市の取組状況② 

規制方法は，連動無（道路種別毎に設定）。 

◆高松市の取組状況③ 

色彩基準は，導入していない。 

◆高松市の取組状況⑥ 

是正指導要綱は，策定していない。 

◆高松市の取組状況⑤ 

改修に対する優遇措置は，無し。 

◆高松市の取組状況④ 

既存不適格広告物については，適合物件と同様に許可して

いる。 

32%

68%

有 無

13%

33%
41%

13%

既存不適無 許可している

許可していない 経過期間中

61%

31%

8%

適合物件と同様 是正計画書等

その他

39%

61%

有 無

31%

69%

全域 一部

59%

38%

3%

連動 一部連動 連動無

全域 

一部 

連動 

連動無 

一部連動 

有 

無 

全域 

一部 

許可している 

許可していない 

無 

有 

有 

無 

適合物件と同様 

是正計画書等 



10 

（２） 先進都市の取組事例 

１ 石川県金沢市 新しい基準への見直しと優良なデザインを推奨・蓄積する制度の新設 

基準のポイント 景観や環境に配慮する基準への見直し 

適正広告物の推進

ポイント 

既存不適格広告物への対応，違反広告物に対する指導の強化（経過措置期間の

設定） 

名称 金沢市屋外広告物等に関す

る条例 

制定年月日 

改正年月日 

平成７年１２月２５日 

平成２１年３月 

規制地域 全域 規制内容 用途地域と連動 

許可基準（色彩） 無 既存不適格への対応 経過措置期間中 

改修に対する優遇

措置 

有（撤去のみ） 違反広告物に対する

措置 

口頭，文書，訪問・呼

び出しによる指導 

悪質な場合は氏名公表 

経過措置期間 ７年間 

 

  

①．景観や環境に配慮する基準への見直し 

伝統的な風情を色濃く残す通りや歴史的建築物が連なる地域，良好な環境の住宅地，一体となった商

業活動が営まれている商店街，娯楽飲食系の施設が集積した活気あふれる繁華街など，街の特性に応じ

て，段階的な基準を設けることで，その地域によりふさわしい広告景観の活用を図ります。 

 

 

②．既存不適格広告物への対応 

今回の条例改正では，禁止地域の見直しや，屋上広告物，独立自家広告物，野立広告物の基準の見直

しなどその内容が多岐にわたるため，経過措置期間を７年間（平成２８年９月末まで）に統一します。 

屋外広告物の継続許可申請の際に、新基準に合致しない屋外広告物については、申請者にその旨をお

知らせする文書を添付します。 

また、継続許可を受けるには、新基準に合致する改修若しくは除却を経過措期間内に行うことを明記

した計画書の提出が必要となります。 

管理者若しくは施工者である屋外広告物業者の方には、申請者の方から相談があった場合には、新基

準の説明や改修、除却の相談に応じていただくなど円滑な新基準への移行への協力をお願いしています。 

 

 

③．違反広告物に対する指導の強化 

氏名公表制度を条例に新たに明記しています。 

条例に違反する屋外広告物の設置等があり，その行為が悪質な場合は，広告主や設置者，管理者の氏

名公表を行うことがあります。 

 

 

 

 

 【経過措置期間の設定】 

 

  

POINT３ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 
【屋外広告物撤去補助について】 

新基準に合致しない屋外広告物について、経過措置期間内にその屋外広告物を撤去する場合に

は、本市の屋外広告物撤去補助事業の適用があります。 

 

適用には市税の完納などいくつか条件はありますが、 

概ね 補助率５０～９０％、限度額２５万円～１００万円 です。 

POINT１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

POINT２ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 
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２ 富山県富山市 屋外広告物条例（許可基準）の改正 

許可基準ポイント 地域特性に応じた区域区分の見直し，色彩基準の導入  

適正広告物の推進

ポイント 

改修事業補助制度の導入 

名称 富山市屋外広告物条例 制定年月日 

改正年月日 

平成１７年４月１日 

平成２２年４月１日 

規制地域 全域 規制内容 用途地域と連動 

許可基準（色彩） 有（一部） 既存不適格への対応 許可していない 

改修に対する優遇

措置 

有 違反広告物に対する

措置 

口頭，文書による指導 

経過措置期間 １０年間 

  

 

 

①．地域特性に応じた区域区分の設定 

従前の区域区分では，禁止地域，許可地域ごとに一律基準が設定されていましたが，今回の見直しで

は，主要道路沿線の禁止地域等の見直しにあわせて，土地利用特性に応じた区域区分に改正します。 

 

②．色彩基準の導入 

一般広告物及び第１種禁止地域内の広告物は，表示面積の１／２を超える箇所に彩度８を超える色彩

を禁止（１㎡以下は除く）する色彩基準を導入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③．改修事業補助制度の導入 

新たな許可基準の施行に伴い，既存不適格屋外広告物となるものを対象に，基準に適合させるために

行う屋外広告物の撤去，改修工事に係る費用の一部（補助対象工事費の１／３以内）を補助します。 

 

 

 

 

POINT１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

POINT２ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 
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あああ■富山市屋外広告物条例許可基準の一覧 

  
POINT１ 

POINT２ 
【改修事業補助制度】 

●対象となる屋外広告物 

平成 22 年 3 月 31 日以前に富山市屋外広告物条例に基づく許可を受けて表示または設置されている野立広告、屋上広告、壁面広告、突出広告のうち、平成 22 年 4 月 1 日以降の新たな許可基準に適合しな

い部分がある屋外広告物 

●補助金の額 

補助対象区域 補助率 補助額の限度 

市全域 補助対象工事費の３分の１以内 
屋外広告物の種類により次の各号に掲げる額（ただし、住所等 1箇所あたりの補助額の合計は 50万円以下） 

1. 野立広告又は屋上広告 1 基につき 20 万円以下 

2. 壁面広告又は突出広告 1 壁面につき 10 万円以下 
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３ 宮崎県宮崎市 屋外広告物適正化に向けた取り組み 

基準のポイント 交差点部における規制，道標に関する基準の設定，景観形成重点地区内におけ

る基準の設定 

適正広告物の推進

ポイント 

－ 

名称 宮崎市屋外広告物条例 制定年月日 

改正年月日 

平成９年１２月２５日 

平成２３年３月３１日 

規制地域 全域 規制内容 用途地域と連動 

許可基準（色彩） 有（重点景観形成地区内） 既存不適格への対応 経過措置期間中 

改修に対する優遇

措置 

無 違反広告物に対する

措置 

文書による指導 

経過措置期間 堅固な広告物等：３年または７年間 その他の広告物：１年以内 

  

①．交差点部における規制 

交差点付近に大型の広告物が乱立することによる景観や安全の阻害を防止するため，市街地の交差点

部（信号機の周囲２０ｍ，地上１０ｍ以上の部分を除く）においては第３種禁止地域，郊外部等の交差

点部においては第２種禁止地域を指定しています。 

 

 自然環境や快適な生活環境を維持・保全するた

め，原則として屋外広告物の表示を禁止する地域 

経済活動などを考慮して，許可制度により良

好な景観へ誘導する地域 

地

域 

第１種 

禁止地域 

第２種 

禁止地域 

第３種 

禁止地域 

第１種 

規制地域 

第２種 

規制地域 

第３種 

規制地域 

規

制 

 

きびしい                                   ゆるやか 

 

②．道標（案内図板）に関する基準の設定  

道標（定義：店舗，事業所への案内誘導を目的とするもの） については，大きさや個数に関する個

別基準が一般広告物とは別に定められています。 

 ■道標の基準 

 

③．重点景観形成地区内における基準の設定 

宮崎市の景観形成上特に重要な地区として景観計画で定められている「重点

景観形成地区」においては，地区ごとの景観形成の方針に基づいた良好な景観

形成に資する屋外広告物の誘導を図るため，屋外広告物の共通基準・広告物種

類ごとの個別基準のほかに，次の基準に適合することが必要となります。 

  

■大淀川地区重点景観形成地区の基準 

  

POINT１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 
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４ 和歌山県 『和歌山県屋外広告業者に対する是正指導及び監督処分基準』の策定 

  POINT３ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 
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１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

（１） 市全域を対象とした屋外広告物の規制 

【現況と課題】 

現行の高松市屋外広告物条例では，高松自動車道を初めとする主要な幹線道路沿道や，鉄道沿道，

風致地区，文化財保護法により指定された地域，国立公園等に指定された地域等を対象とした，バッ

ファー（路線）型の規制を行っており，それ以外の地域は，規制対象外となっています。 

規制対象地域外の屋外広告物については，一定規模（高さ１０ｍ）を超えるものについては，景観

法に基づく景観条例（Ｈ２４．７．１施行）により，工作物に該当する部分について，景観計画に適

合する必要がありますが，その他の高さ，表示面積，意匠，色彩等については，規制適用の対象外と

なっています。 

 

 

 

 

 

■現行の屋外広告物規制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 地域特性に応じた許可基準の設定 

① 地域特性（都市計画制度）に応じた許可基準の見直し 

【現況と課題】 

現行の高松市屋外広告物条例においては，主要な幹線道路や鉄道（ＪＲ・ことでん）の沿線を基本

に，その道路の路端からの距離によって第１種～第３種の『許可地域』，また，風致地区や文化財保護

法により指定された地域等を『禁止地域』として，それぞれ許可基準を定めています。 

また，景観計画において，用途地域等の土地利用の形態に応じた届出対象規模や景観形成基準を設

定するなど，地域の景観特性に配慮したまちづくりを推進することとしていますが，屋外広告物につ

いては，都市部と自然部などの地域の景観特性に配慮した許可基準が設けられていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域特性に応じた規制対象地域および許可基準の変更イメージ 

現   行  改 正 （ 案 ） 

地 域 区 分  規 制 地 域 区 分 

第１種許可地域 ■  ゆるやか 
都 

市 

計 

画 

区 

域 

用 

途 

地 

域 

商業系地域 

第２種許可地域 ■   工業系地域 

第３種許可地域 ■   住居系地域 

禁止地域 ■   住居専用系地域 

規制対象地域外 □   用途白地地域 

    都市計画区域外 

    景観形成重点地区 

   きびしい 禁止地域 

第５章 屋外広告物条例の改正に向けた基本的な規制・誘導の基本的な考え方 

・本市全域における良好な景観の保全・形成を図るために，屋外広告物に対する規制・誘導の対象地

域を拡大し，市全域を規制対象地域とします。 

・これまで主要な幹線道路沿線等で一律に適用されていた許可基準について，山地・丘陵地や田園居

住地などの自然環境や，住宅地などの住環境，商業・業務地や工業地などの市街地環境など，地域

の景観特性や用途地域等の土地利用を考慮した地域区分に基づき見直しを行います。 

・見直しに当たっては，良好な景観や自然環境の保全が必要な地域では規制を厳しく，また，経済活

動等の調和への配慮が必要な市街地等では規制をある程度緩やかにするなど，表示面積や高さ等に

関する許可基準に強弱を設けることとします。 

・特に，重要な景観資源を有する地区や良好な都市景観を誘導する必要がある地区として景観計画に

定められた「景観形成重点地区」においては，その地区の特性に応じた良好な景観の保全・創出を

図るため，許可基準を個別に定めることとします。 

◆改正ポイント◆ 

◆改正ポイント◆ 
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② 禁止地域における「一般広告物（案内用）」の緩和 

【現況と課題】 

自己の住所，事業所，営業所等の住所を知らせるため，その付近に掲出する「案内用広告物」につい

ては，現行の高松市屋外広告物条例では「一般広告物」に該当するため，禁止地域においては掲出が禁

止されています。 

ただし，「案内用広告物」については，サイン・道標としての重要な役割を担っており，禁止地域に

おける取扱いについて，再検討する必要があります。 

 

■禁止地域における屋外広告物（一般広告物）の状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域特性に応じた規制区分の変更イメージ１ 

現行  改正（案） 

自家用広告物 

 

自家用広告物 
自己の氏名等を自己の住所または事

務所等に表示する広告物 

一般広告物 

 

一般広告物（案内用） 

事務所や店舗等への案内目的で表示

する広告物（表示内容および事務所等

からの距離要件有り） 

  

一般広告物（その他） 上記以外の広告物 

■地域特性に応じた規制区分の変更イメージ２ 

現   行  改正（案） 

規制区分 
自家用 

広告物 

一 般 

広告物 

 自家用 

広告物 

一 般 広 告 物 

 (案内用) (その他) 

許可地域 ○ ○ 
 

○ ○ ○ 

禁止地域 ○ × 
 

○ ○ × 

 

  

・案内用広告物のサイン・道標としての役割を考慮し，一般広告物の区分を「一般広告物（案内用）」

と「一般広告物（その他）」に細分化し，禁止地域においても一定の基準を満たすものついては掲出

が可能となるよう，許可基準を見直します。 

・ただし，一般広告物（案内用）については，事務所等へのサイン・道標としての役割を担うことか

ら，表示内容や事務所等からの距離要件を新たに許可基準として設定することとします。 

◆改正ポイント◆ 
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③ 色彩基準の導入 

【現況と課題】 

現行の高松市屋外広告物条例では，屋外広告物の表示内容である色彩や意匠等については，個人の

主観により感じ方がそれぞれ異なることから，許可基準を設定せず，規制の対象外としていますが，

地域の景観に大きく影響を及ぼす色彩を用いた屋外広告物も数多く見受けられます。 

昨年度策定した景観計画においては，マンセル表色系による色彩基準を定め，一定規模以上の建築

行為について，採用できる建物の基調色の範囲を導入するなど，その地域の景観特性に配慮したまち

づくりを推進することとしています。 

 

■地域の景観に大きく影響を及ぼす色彩を用いた屋外広告物 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■マンセル表色系による色彩基準のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンセル表色系について 

一般的に色彩は，赤や青，黄などの色名で表しますが，色名の捉え方には個人差があり，ひとつの

色を正確かつ客観的に表すことはできません。 

このため，ＪＩＳ（日本工業規格）などにも採用されている国際的な色彩の尺度である「マンセル

表色系」を採用します。 

「マンセル表色系」では，色彩を「色相（いろあい）」「明度（あかるさ）」「彩度（あざやかさ）」の

３つの尺度を組み合わせて表します。 

 

●色相（いろあい） 

色相は，１０種の基本色，赤（Ｒ），橙（ＹＲ），黄（Ｙ），黄緑

（ＧＹ），緑（Ｇ），青緑（ＢＧ），青（Ｂ），青紫（ＰＢ），紫（Ｐ），

赤紫（ＲＰ）を表し，それを１０等分します。１０色相のアルファ

ベットとそれぞれの段階の数字によって，５Ｒや５Ｙなどのように

表記します。 

 

 

●明度（あかるさ） 

明度は，明るさの度合いを０～１０までの数値で表し，暗い色ほ

ど数値が小さく，明るい色ほど数値が大きくなります。 

 

 

●彩度（あざやかさ） 

彩度は，鮮やかさの度合いを０～１６程度までの数値で表し，色

味のない鈍い色ほど数値が小さく，黒，グレー，白などの無彩色の

彩度は０になります。逆に鮮やかな色ほど数値が大きく，例えば赤

の原色の彩度は１６程度となります。 

 

 

●マンセル値 

色彩の３属性を組み合わせて表記する記号で，下記のように読み

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現行の高松市屋外広告物条例で禁止地域に指定している地域や，自然景観が広がる地域など，特に

良好な景観の保全が必要な地域について，色彩基準の導入を検討することとします。 

・ただし，景観計画に定める色彩基準と同様に，景観を阻害する恐れのある一定規模以上の広告物を

対象とすることとします。 

・また，屋外広告物の色彩や意匠に関し具体的に配慮する事項や良好な事例等について，広告主や施

工業者が広告物を検討する際の参考・工夫例をとして活用できる「屋外広告物デザインガイドライ

ン（仮）」を策定することとします。 

（参考３）マンセル色標（５ＹＲ） 

（参考１）マンセル色立体 

（参考２）マンセル色相環 

５ＹＲ ６ / ４ 
５ワイアール ６ の ４ 

（色相） （明度） （彩度） 

◆改正ポイント◆ 
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④ 交差点に乱立する広告物への対応 

【現況と課題】 

現行の高松市屋外広告物条例では，主要幹線道路の沿道を許可地域として指定し，道路の交差角から

２０ｍ以内の区域については，広告板・広告塔（一般広告物）を許可しないこととなっていますが，実

際には，県条例からの既存不適格広告物などを含め，交差点には多数の野立広告物が乱立している状況

にあります。 

また，最近では，建築物等の壁面を利用した広告物も数多く見受けられます。 

交差点部において，大型の広告物が乱立することにより，道路景観を阻害するとともに，交通の視認

性の観点から安全性を阻害する一因になることも懸念されます。 

 

■交差点内に表示・設置されている屋外広告物 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■道路の交差する角の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交差点における一般広告物の許可基準の変更イメージ 

 交差点 

 交差点 

 主要交差点 

（※１） 

その他の交差点 

 (案内用) (その他) 

野
立
広
告
物 

広告板 ×   

 

 

× 

 

 

 

○ 

 

 

 

× 

広告塔 ×  

アーチ広告 ○  

建
物
利
用
広
告 

壁面広告 ○  

屋上広告 ○  

突出し広告 ○  

※１…主要な交差点については，概ね４車線以上の道路が交差する交差点とする。 

 

20m 

20m 

20m 

20m 

20m 

歩道 

歩道 

□公道は対象（３ｍ以上） 

□私道であっても３ｍ以上あり，誰でも車が行き来できる道路であれば，対象とする。 

□家や事務所等の侵入路である場合は，交差角の対象の道路でないことにする。 

・市内の主要な交差点については，新たな一般広告物の表示・設置を全面的に禁止する『禁止地域』

の指定を検討することとします。 

・主要な交差点以外の交差点については，屋外広告物のサイン・道標としての役割を考慮して，現在

の交差点の取扱い方法を変更し，一般広告物（案内用）のみ表示・設置を可能とすることとします。 

・ただし，交差点に広告物が乱立し，景観を阻害しないよう，その許可条件を定めることとします。 

規制対象物件の区分に関わらず一律の規制 

禁 止 地 域 

に 指 定 
◆改正ポイント◆ 
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２ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

（１） 既存不適格広告物に対する経過措置期間の設定 

【現況と課題】 

本市においては，平成１１年４月１日の中核市への移行に併せ，高松市屋外広告物条例を制定し，

屋外広告物に関する規制・誘導を実施していますが，それ以前に表示・設置された屋外広告物につい

ては，香川県屋外広告物条例に基づく，規制・誘導が行われてきました。 

この県条例において，表示・設置されていた広告物については，許可基準の見直しにより，その一

部が「既存不適格広告物」としての取扱いとなっており，現行条例への適合が課題となっています。 

既存不適格広告物に対しては，掲出する物件（支柱等）を改造しない限り，現行の屋外広告物条例

に適合する広告物と同様に許可していますが，今後，規制対象地域や許可基準の見直しにより，新た

な既存不適格広告物が発生することが想定されることから，適合促進策を検討する必要があります。 

 

■平成１１年以前に表示・設置されている屋外広告物（許可基準に不適合のもの） 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 既存不適格広告物に対する補助制度 

【現況と課題】 

今後，屋外広告物の規制対象地域や許可基準の見直しにより，新たな既存不適格広告物の発生が想

定されることから，許可基準への早期の適合促進に向け，既存不適格広告物の撤去や改修工事に係る

費用の一部に対する補助制度の創設等を検討する必要があります。 

一方で，他都市（中核市）の取組状況から，補助制度を導入していない自治体が９割近くを占めて

いるなど，その導入に対しては慎重な対応が必要と考えられます。 

 

 

・ 既存不適格広告物の改修や除去に対する助成制度については，本市における違反広告物の表示・設

置状況や財政状況等を踏まえながら，制度導入に対して慎重な判断を行うものとします。 

 

 

 

 

■既存不適格広告物の取扱い変更イメージ 

区分 現行  改正（案） 

経過措置期間 永年  再設定 

許 可 期 間 ３年（適法物件と同一）  １年 

許 可 条 件 

①掲出する物件（支柱等）を改

造する場合は不許可 

 ①掲出する物件（支柱等）を改

造する場合は不許可 

②表示内容の変更は許可 
 ②表示内容の変更は同一広告

主のみ許可 

補 助 制 度 無  無（再検討） 

 

・高松市屋外広告物条例の適用に伴う既存不適格広告物や，規制・誘導内容の見直しに伴う新たな既

存不適格広告物については，新たに一定の経過措置期間を再設定するとともに，その期間内におい

ては，許可期間を短縮（３年→１年）することとします。 

・また，経過措置期間後は，違反広告物として取扱うこととしますが，適法な広告物への改修に向け

た『改修計画』が提出された場合は，その計画期間内については，引き続き許可する方向で検討す

ることとします。 

・また，既存不適格広告物の取扱いについては，現在，表示している広告主のみ有効とします。 

・既存不適格広告物の改修や除去に対する補助制度については，その導入により適法な広告物への改

修や除却が推進することが想定されますが，他都市の導入状況や現在の違反広告物の表示・設置状

況から，導入による良好な景観の形成に及ぼす影響など，補助制度の導入に当たっては，今後，他

都市の導入状況や効果等を勘案し，慎重に検討することとします。 

◆改正ポイント◆ 

◆改正ポイント◆ 
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３ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

（１） 申請手続きの見直し 

【現況と課題】 

屋外広告物を表示・設置する際には，現行の高松市屋外広告物条例に基づき，許可申請書の提出を

義務づけ，許可基準への適合審査後に許可証を交付していますが，近年，許可申請書に記載している

表示内容や面積，高さと，相異のある屋外広告物が見受けられます。 

これらの屋外広告物については，許可基準に不適合な違反広告物として，許可の取消しを行うとと

もに，広告主および施工業者への是正指導を行っていますが，今後は適法な屋外広告物の表示・設置

に向けて申請手続きの見直しを検討する必要があります。 

また，現行の屋外広告物条例では，許可申請書は，施工業者等の関係者であれば提出することがで

き，広告主が許可申請書の内容や提出そのものを知らない場合も見受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■申請手続きの変更イメージ１ 

現
状 

 

許可申請書の提出 ⇒ 許可証の交付 ⇒ 
広 告 物 の

表示・設置 
  

 

 

       

改
正(

案) 

 

許可申請書の提出 ⇒ 許可証の交付 ⇒ 
広 告 物 の

表示・設置 
⇒ 完了報告書の提出 

 

■申請手続きの変更イメージ２ 

区分 現状  改正（案） 

許可申請書の

提出者 

表示・設置する広告物の関係者 

（広告主，施工業者，管理者等） 
 広告主 

許可申請書の

提出状況確認 
無  

毎年，広告主に許可申請書の提出

物件一覧表を送付 

 

 

（２） 広告主・施工業者等の対する周知啓発の実施 

【現況と課題】 

本市においては，これまで「広報たかまつ」やホームページを活用した屋外広告物のルールに関す

る周知啓発を行ってきましたが，市民や広告主，施工業者等の屋外広告物制度に対する理解は十分と

は言えない状況にあります。 

良好な景観の形成に向けて，広告主や施工業者等の関係者に対して，これらの制度に対する認知度

を向上させることが急務となっています。 

 

 

 

 

 

 

（３） 是正指導事務の見直し 

【現況と課題】 

定期的なパトロール等の実施により，許可基準に不適合や許可申請が未提出の「違反広告物」を調

査し，その「広告主」や「施工業者」に対して，文書や電話での是正指導を行っています。 

これまでの是正指導では，「広告主」が高松市屋外広告物条例に違反していることを知らないことや，

是正指導に従わない「施工業者」も見受けられることから，違反を繰り返す悪質な施工業者や広告主

に対しては，今後，厳格な対応で臨むことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

■屋外広告物条例に定める違反広告物の表示・設置者への対応 

区分 

現状  改正（案） 

指導 勧告 
氏名 

公表 
罰則  指導 勧告 

氏名 

公表 
罰則 

広 告 主 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

施工業者 ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ 

 

・景観法に基づく建築行為に対する届出制度と同様に，広告物の表示・設置が完了した後に，「完了報

告書」の提出を義務づけます。 

・また，色彩基準の導入に伴う意匠の審査や完了報告書の提出に伴う完了検査等の事務手続きの増加

に伴い，許可申請手数料の見直しを検討します。 

・許可申請書の提出者を広告主に限定するとともに，年１回，その広告主が許可申請書を提出してい

る広告物の一覧を送付することにより，許可申請書が提出されていない違反広告物の減尐に努めま

す。 

・広告主や施工業者等の関係者に対して，説明会等を開催することで，制度の周知徹底を図ります。 

・適法な屋外広告物の表示・設置を推進するために，各種団体（医師会等）に対して周知啓発文を送

付することにより，制度に対する認知度の向上に努めます。 

・是正指導に従わないものに対して，厳格な是正指導を行うため，広告主だけではなく，施工業者に

対する，氏名公表制度の導入を検討することにより，制度の実効性を確保します。 

・また今後，適法な屋外広告物の表示・設置に向け，厳格な是正指導を実施するため，「是正指導事務

処理要綱（仮）」の策定を検討します。 

『是正指導事務処理要綱（仮）』の策定による厳格な対応 

◆改正ポイント◆ 

◆改正ポイント◆ 

◆改正ポイント◆ 



 

21 

 

 

 

 

 

第６章 屋外広告物条例の改正に向けた基本的な考え方（概要） 

ポイント１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

【規制地域】 主要道路沿線等 

【許可地域】 主要道路沿線 

【禁止地域】 文化財保護地域等 

【規制区分】 自家用広告物，一般広告物 

【規制内容】 高さ，表示面積，設置位置 

【許可基準】 道路別に設定（第１種～第３種） 

１ 規制対象地域外における屋外広告物の規制 

２ 禁止地域における一般広告物の取扱 

３ 都市計画制度に連携した許可基準の検討 

４ 屋外広告物に色彩基準の導入 

【規制地域】 市全域 

【許可地域】 地域別に設定（都市計画制度と連動） 

【禁止地域】 文化財保護地域等，主要交差点 

【規制区分】 自家用広告物，一般広告物（案内用，その他） 

【規制内容】 高さ，表示面積，設置位置，色彩（一部） 

【許可基準】 地域別に設定（都市計画制度と連動） 

現行の規制・誘導内容 改 正 内 容 ( 案 ) 改 正 課 題 等 

現行  改正（案） 

地域区分 

規制区分 
色彩 

基準 
規制 地域区分 

規制区分 
色彩 

基準 
自家用 一般 自家用 一般広告物 

広告物 広告物 広告物 (案内用) (その他) 

第１種許可地域 ■ ○ ○ － ゆるやか 都 
市 

計 

画 

区 

域 
用 

途 

地 

域 

商業系地域 ○ ○ ○ － 

第２種許可地域 ■ ○ ○ －  工業系地域 ○ ○ ○ － 

第３種許可地域 ■ ○ ○ －  住居系地域 ○ ○ ○ － 

禁止地域 ■ ○ × －  住居専用系地域 ○ ○ ○ － 

規制対象地域外 □ － － －  用途白地地域 ○ ○ ○ 
導 

入 

検 

討 

(※1) 

市全域を対象に 

土地利用状況（都市計画制度等）に 

応じた規制・誘導の実施 

 都市計画区域外 ○ ○ ○ 

 景観形成重点地区 ○ ○ ○ 

 禁止地域 ○ ○ × 

きびしい 禁止地域（主要交差点） ○ × × 

※１…色彩基準導入イメージ（ただし，地域の景観を阻害する恐れのある一定規模以上の広告物を対象） 

改改 正正 内内 容容 （（ 案案 ）） イイ メメ ーー ジジ  

◆現行の屋外広告物規制図 
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屋
外
広
告
物
条
例
（
改
正
） 

是
正
指
導
事
務
処
理
要
綱
（
策
定
） 

ポイント２ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物（※１）への対応 

【経過措置】 永年 

【許可期間】 ３年（適法な広告物と同一） 

【許可条件】 掲出物件（支柱等）を改造する場合は不許可 

※ただし，表示内容の変更は許可 

【改修補助】 無 

【経過措置】 再設定（期間後は，違反広告物） 

【経過措置】 ただし，改修計画が提出された場合は，計画期間内 

【経過措置】 は既存不適格広告物として許可 

【許可期間】 １年 

【許可条件】 掲出物件（支柱等）を改造する場合は不許可 

※ただし，表示内容の変更は許可（同一広告主のみ） 

【改修補助】 無（再検討） 

１ 許可基準の見直しに伴う新たな既存不

適格広告物 

２ 適法な表示・設置に向けた改修補助等

の検討 

※１…既存不適格広告物とは，現行の高松市屋外広告物条例で定める許可基準に適合しないが，改正前の条例で定める許可基準に適合する広告物をいう。 

現行の規制・誘導内容 改 正 内 容 ( 案 ) 改 正 課 題 等 

ポイント３ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

 
【完了報告】 不要 

【許可申請】 広告主，施工業者，管理者等 

【許可期間】 ３年 

【手 数 料】 表示面積別に設定（１００㎡以上は一律） 

【是正指導】 広 告 主：指導，勧告，氏名公表，罰則 

【是正指導】 施工業者：指導，勧告，罰則 

【周知啓発】広報たかまつ（年１回） 

【完了報告】 必要 

【許可申請】 広告主 

【許可期間】 ３年 

【手 数 料】 審査内容の追加に伴い再設定（色彩基準等） 

【是正指導】 広 告 主：指導，勧告，氏名公表，罰則 

【是正指導】 施工業者：指導，勧告，氏名公表，罰則 

※是正指導事務処理要綱（仮）の策定 

【周知啓発】 広報たかまつ（年１回），説明会の開催（通年） 

【周知啓発】 広告主への表示・設置広告物一覧の送付（通年） 

１ 許可申請と相違のある屋外広告物への

対応 

２ 違反広告物に対する是正指導事務の見

直し 

現行の規制・誘導内容 改 正 内 容 ( 案 ) 改 正 課 題 等 

 

◆申請手続きの改正イメージ                            ◆是正指導事務の改正イメージ 

（
申
請
者
を
広
告
主
に
限
定
） 

許

可

申

請

書

の

提

出 

⇒ 

許
可
基
準
の
適
合
審
査 

⇒ 

申

請

手

数

料

の

納

付 

⇒ 

許

可

証

の

交

付 

⇒ 

広
告
物
の
表
示
・
設
置 

⇒ 

完

了

報

告

書

の

提

出 

 

違

反

広

告

物

の

調

査 

⇒ 

是
正
指
導
文
書
の
発
送 

⇒ 

（
計
画
期
間
後
に
現
地
確
認
） 

是

正

計

画

書

の

提

出 

是
正
さ
れ
な
い
場
合 

是正指導事務処理要綱（仮）基づき厳正な対応 

 

 
指導 勧告 

氏名 
罰則 

公表 

広 告 主 ○ ○ ○ ○ 

施工業者 ○ ○ ○ ○ 
 

 

 

改改 正正 内内 容容 （（ 案案 ）） イイ メメ ーー ジジ  

⇒ 

⇒ 
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第７章 今後のスケジュール（案） 

平成２５年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ◎

　景観審議会

事　　　項

　屋外広告物条例

平成２４年度

屋外広告物条例関係

条例改正に向けた検討事項

○POINT１
市全域における地域特性に応じた

規制・誘導の見直し
□規制地域の拡大

□許可基準の見直し

□色彩基準の導入

○POINT２
規制・誘導の見直しに伴う

既存不適格広告物への対応

□適合促進に向けた補助制度等の検討

○POINT３
適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組

□申請手続きの見直し

□違反者への厳格な対応

条
例
改
正
（
素
案
）
の
作
成

改
正
内
容
の
意
見
募
集
（
説
明
会
等
の
開
催
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施

条
例
改
正
（
案
）
の
作
成

条例改正

手続き
条例改正

（３月下旬）

周知期間

条例施行

（夏頃）

●
第１回審議会

（５月２３日）

●
第４回審議会

（１１月下旬）

●
第５回審議会

（１月下旬）

●
第３回審議会

（９月下旬）

●
第２回審議会

（７月３０日）

条
例
改
正
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

具
体
的
な
規
制
内
容
（
許
可
基
準
）
の
検
討

是正指導事務処理要綱（仮）の検討


